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研究成果の概要（和文）：目視ではコーディング不可能な大量のニュース映像を深層学習を用いて自動的に分析
し、政治的アクターの登場時間を測定するシステムを構築した。その際、顔検出・トラッキングとクラスタリン
グを組み合わせることで、検出対象となるアクターごとにトレーニングする必要のない柔軟性の高いシステムを
提案した。このシステムを用いて20年以上に渡るNHKニュース7の映像を用いた分析を行った結果、首相の登場時
間は増減するものの、大統領制化の議論が予測するような単調増加は見られないこと、また2020年以降NHKニュ
ース7は与党党首の登場時間の相対的割合が報道ステーションと比較して上昇していることなど、重要な知見を
見出した。

研究成果の概要（英文）：We developed a system capable of automatically analyzing large volumes of 
news footage that cannot be coded manually, by utilizing deep learning to measure the screen time of
 political actors. In this process, we proposed a flexible system that does not require training for
 each detection target by combining face detection, tracking, and clustering. Using this system, we 
conducted an analysis of over 20 years of NHK News 7 footage, and found that while the Prime 
Minister's screen time fluctuates, there is no monotonous increase as predicted by the 
presidentialization hypothesis. Moreover, since 2020, the relative screen time of the ruling party 
leader on NHK News 7 has increased compared to Hodo Station. These findings were obtained for the 
first time through the analysis of a large volume of news videos using deep learning, and provided a
 pioneering example of the application of computer vision technology to social sciences.

研究分野： 社会心理学

キーワード： 深層学習　テレビの内容分析　顔検出　顔トラッキング　政治コミュニケーション

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究はテレビの内容分析に深層学習の技術を応用した先駆的な研究であり、日本国内では初の試みである。20
年以上にもおよぶ大量のニュース映像を目視に頼らずにすべて分析することは、本研究で提案されたシステムを
用いて初めて可能になった。この点で、テレビの内容分析に革新的な変化をもたらすという当初の目的は達成さ
れた。本研究は社会科学の研究者とコンピュータ科学の研究者の緊密な学際的連携によって可能になったという
点において、文理融合の面から学術的意義がある。さらに、提案されたシステムのソースコードはすべて公開し
ており、アカデミアに限らず世界中の人が利用可能となっており、その点で社会的意義も大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
日本のテレビニュース接触頻度は世界的にも極めて高く、社会科学的なメディア研究において
テレビの内容分析は欠かせない。しかし、テレビの内容分析の多くは依然としてコーダーによる
目視に頼っているため、大量データの分析が難しく、長期にわたる時系列的な変化を分析するこ
とができない。また、一般的に複数のコーダーが独立に映像を分析してコーダー間信頼性を検証
するが、目視による分析には主観性の問題が付きまとう。一方、近年機械学習を発展させた深層
学習（ディープラーニング）の急速な進歩により、コンピュータを用いた大量の映像情報の自動
的解析手法が発展しつつある。したがって、深層学習の技術を応用すれば、目視では事実上分析
不可能な量のテレビ番組の内容分析を自動化することが可能になる。機械学習はテキストデー
タや画像の分析などで急速に社会科学に応用されつつあるが、動画や映像への応用は未だ十分
ではない。しかし、データストレージの低廉化やテレビ放送のデジタル化、深層学習技術の発展
によって、テレビの内容分析を深層学習で（半）自動化し、これまでに答えることのできなかっ
た社会科学的問いに答えるための機は熟している。こうした背景のもと、深層学習の技術を応用
して、テレビの内容分析の方法論に根本的な変革をもたらすことを目指す。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、深層学習（ディープラーニング）の技術を応用して、テレビの内容分析の方法
論をアップデートすることにある。より具体的には、近年発展の著しい深層学習の技術をテレビ
ニュースの内容分析に応用し、大量の映像情報を目視に頼ることなく、自動的に分析する方法論
を確立する。特に本研究では政治家の顔の検出に焦点を当て、従来の目視による内容分析では回
答できなかった社会科学的問いに答えることを目指す。機械学習の一種である深層学習は、分析
対象の分類に有効となる特徴を自ら学び取っていくため、様々な角度や表情で人物が映される
テレビ映像の分析に大きな力を発揮する。本研究の文脈では、事前に特定することが困難な政治
家の顔の特徴をアルゴリズムが自律的に学習し、それを分類課題に応用していくことでニュー
ス内における特定の政治家の出現を高い精度で検出することが可能になる。こうした深層学習
に基づいた計算アルゴリズムと網羅性の高いテレビニュースアーカイブを組み合わせることで、
長期にわたる複数テレビチャンネルにおける政治家の出現頻度や出現時間を、番組をサンプリ
ングすることなく効率的に調べることができるようになる。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究は二つのフェーズから構成された。第一フェーズでは、既存の顔検出アルゴリズムを改良
し、テレビニュースにおける日本の政治家の顔検出を高い精度で達成した。日本の政治家の顔検
出アルゴリズムはすでに本プロジェクトのメンバーを中心とした研究チームが開発しているが 
(Ren et al., 2019)、深層学習モデルを訓練するための教師画像を増やすなどの改良を加えて
精度の向上を目指した。データは、国立情報学研究所が 2001 年からすべてのキー局の映像を保
存している映像アーカイブを用いた(Katayama, Mo, Ide, & Satoh, 2004)。 
 
まず、顔検出アルゴリズムの精度の評価に用いるベンチマークとして、真値(Ground Truth)を得
ることが必要となる。この点については上記の映像アーカイブから無作為抽出したニュース動
画に対して目視によってアノテーションを加えた（図１）。すなわち、分析対象となる日本の主
要な政治家（政党の党首）が表れている場合に顔部分を矩形で囲むという作業を大量に行った。
これによって深層学習の結果の真値が得られ、パフォーマンスを正確に評価できるようになっ
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1．日米データのアノテーション 



 
次に、顔検出と特徴量検出を組み合わせたシステムを構成し、トラックレットごとにまとめられ
たフレームを特徴量に基づいて分類した（図２）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2．顔検出・特徴量検出とフレームトラックレットの分類 
 
最後に、構成したシステムに基づいて対象となる政治家の顔検出を行い、アノテーションデータ
と照合することでパフォーマンスを評価した（表１，表２）。日米のニュース映像の双方におい
て、提案したシステムは高いパフォーマンスを示した。また、先行研究と比較しても本システム
のパフォーマンスは高く、社会科学的問いに答えるための実用に十分に耐えられることが示さ
れた。 
 
表 1．パフォーマンスの比較（米国データ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表２．パフォーマンスの比較（日本データ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
構築されたシステムのソースコードは以下の URL にて公開した。 
https://github.com/TeleStats/KAO 
 
 



４．研究成果 
 
研究プロジェクトの第 2 フェーズとして、構築されたシステムを用いていくつかの社会科学的
に問に答えることを試みた。 
 
世界各国で政党や官僚組織よりも大統領や首相個人に権力やメディアの注目が集中する「大統
領制化(presidentialization)」が進んでいるとされている(e.g., Poguntke & Webb, 2005; 
Garzia, 2011)。日本においても、政治行政改革の結果官邸の主導権が強まり、党首の好き嫌い
が投票行動を左右する傾向が強くなりつつある(e.g., Jou & Endo, 2015)。NHK ニュース 7を
1990 年代後半に内容分析した Krauss (2000)は、政治家よりも「無私の官僚」の登場頻度が多い
ことを見出し、それが日本政治の安定に寄与している可能性を指摘した。しかし、Krauss (2000)
の内容分析から 20 年以上が経過し、NHK の報道自体が変化している可能性がある。本研究では、
NHK の代表的なニュース番組である NHK ニュース７における首相の出現頻度・時間の長期的変化
を分析し、首相に関する報道量の側面から日本における「大統領制化」を検討した。その結果、
首相の出演時間量には時系列的な増減が見られるものの、大統領制化の議論が主張するような
単調増加的なトレンドは見られなかった（図 3）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3．NHK ニュース 7における首相の出現割合の推移 
 
 
次に検討したのは、公共放送と商業放送の違いである。公共放送は広告収入に頼る必要がないた
め、視聴率を追うことなくより公共性の高い情報を提供することが期待されている。しかし、NHK
は 90 年代以降の一連のスキャンダル以来、受信料の不払い運動や近年の NHK から国民を守る党
の台頭などに直面している。こうした中で、受信料の徴収の根拠として一定の視聴率を示す必要
に迫られている。その結果、近年では NHK の報道スタイルが民放に類似してきているとの指摘も
ある(松田, 2005)。公共放送である NHK がソフトニュース化するとハードニュースの供給量が
減り、人々の政治的知識のレベルが下がる恐れがある。そこで、本研究では NHK と民放の報道ス
タイルに着目し、政治家の登場パタンにどのような違いがあるのかを分析する。NHK と民放の比
較は先行研究でも行われているが(Krauss, 2000; 谷口, 2002)、いずれも限定的な期間におけ
る報道が分析対象であり、網羅性に欠ける。深層学習と巨大テレビ映像アーカイブを用いる本研
究は、長期的かつ網羅的な NHK と民放の比較が可能になる。 
 
図 4 は、与野党党首の登場時間の割合を NHK ニュース 7 と報道ステーションで比較可能な形で
示したものである。与党党首（主に首相）の登場時間の割合は、NHK ニュース 7の場合 8割弱で
推移してきた。首相は与党党首であるとともに内閣の長であるため、メディアがその挙動に最も
注目することは自然である。報道ステーションのデータは 2014 年以降しか利用可能ではなかっ
たが、2019 年末ごろまでは NHK ニュース 7とほぼ同じ推移を示していることがわかる。しかし、
2020 年ごろから NHK ニュース 7 の方が与党党首の登場時間割合が上昇し、報道ステーションか
ら乖離し始めていることが見て取れる。これはパンデミック発生後に首相の単独記者会見が NHK
ニュース 7で流されるようになったことと関連がある可能性がある。いずれにせよ、少なくとも



登場時間の比という意味では NHK ニュース 7 は与党に有利な配分になりつつある。このことは
公共放送の役割という観点から慎重に検討すべき知見である。 
 

 
図 4．与野党党首の登場時間の割合 

 
今後は、首相の登場時間と内閣支持率の関係、ニュースの字幕データや国会議事録を使ったテキ
スト分析との融合などを行っていく予定である。 
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